
３年ぶりの合唱コンクール 

校長 代市 利光 

１０月２２日に「第２５回文化祭」が開催されました。その中で実施された合唱コンクールは、新型コロナウイル 

ス感染症の感染拡大により、実に３年ぶりの実施となりました。この１カ月は準備期間で、各学年、クラスは、全力 

で練習と準備を行ってきました。当日、午前の部は、各部活動、出演団体の工夫された演目でした。日頃の活動の成果

や活動の枠を超えた出し物で、演者の一体感や楽しんで演じている雰囲気を感じることができました。生徒達が舞台

狭しと躍動する中で私が感じたのは、「伝統」です。先輩たちが築いてきた、文化祭演者の心意気を引き継ぎつつ、自

分たちの工夫をさらに盛り込んで、観客を楽しませる姿勢に感動しました。世代のつながりがとても大切であり、限

りない力を生み出すものなのだと、いうことを改めて感じさせてくれました。その反面、午後の部の「合唱コンクー

ル」は少し心配していました。こちらは、過去３年間、コロナ禍で中止になっていた行事です。今の３年生が入学して

から一度も開催されていませんでしたから、その雰囲気は舞台に上がる生徒全員が初めて体験するものです。年に一

回の開催で経験し、伝統を引き継いでいく、ということが叶わず、世代のつながりが途切れてしまった行事のひとつ

です。生徒たちにとっては、合唱をクラスで作り上げていく経験も初めて、ということになります。朝や放課後の練習

を見に行くと、本番が近づくにつれて、声量が増え、ハーモニーも美しくなっていきました。各クラスで工夫して練習

し、どのクラスもリーダーを中心に一丸となって取り組んでいる姿が見られました。運動会や移動教室など数少ない

行事の経験からの学びや、ふだんの諏訪台中に存在する先輩たちが築いてきた雰囲気、そして先生方の日頃の指導な

どが諏訪台中の伝統をしっかり守っているのだな、と感じました。その予感どおり、素晴らしい合唱コンクールにな

りました。どのクラスも、練習してきたことや授業、外部から招へいした講師の田中先生に教えていただいたことを

存分に出し切った渾身の歌声であったと思います。 

今年の文化祭のスローガンは「Ｒｅｓｔａｒｔ(リスタート)」。まさに新しい伝統を積み上げる新たなスタートの

行事になりました。諏訪台中学校の生徒のみなさん、みなさんにしか作ることのできない諏訪台中学校の新たな伝統

をさらに作っていってください。 
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消防団点検の様子 

 

1１月 主な行事予定 

日 曜 予 定 日 曜 予 定 

１ 火 教育相談(3)  漢検学習会 １5 火 期末考査 

２ 水 教育相談(3)  ＴＧＧ(2) １6 水 期末考査 

３ 水 文化の日 にっぽり青空こどもまつり １7 木 期末考査 

４ 金 教育相談(3)  漢字検定 18 金 到達度テスト(3) 

７ 月 和楽器学習(1) 常任委員会 学校評議員会 ２１ 月 脊柱側わん(1) 職員会議 

８ 火 教育相談(3)  試験前てらこや ２２ 火 人権教室(2) 

９ 水 荒教研 24 木 開校記念日(通常授業) 

10 木 生徒総会リハ  試験前てらこや 25 金 避難訓練 

１１ 金 試験前てらこや 数学検定 料理検定  

生徒総会 社会科出前授業(3) 

27 日 英語スピーキングテスト 

30 水 学校保健委員会  てらこや 

１２ 土 学校公開    

１4 月 試験前てらこや    

「尾久初空襲を語り継ぐ会」の方々にご来校いただきました 
１０月８日の土曜学校公開日に「尾久初空襲を語り継ぐ会」の皆様をお招きして、戦争・空襲の悲惨さや愚かさ、命の大切

さについてご講話いただきました。スライドや迫力ある紙芝居を見せていただきながら、たくさんのお話を聞くことができま

した。多くの生徒が二度とあってはならないこと、語り継ぐことの大切さを実感することができました。語り継ぐ会の皆様、

貴重な機会をありがとうございました。 

＜生徒の感想から＞ 

〇今日聞いた出来事を他人事とは思わず、記憶に残し、後世に伝えていくことが大切だと思いました。未然に防ぐことが

できない空襲は悲しいものだと思いました。 

〇生まれ育った荒川区で初めて空襲を受けたということを知りました。お話を聞いているときは、当時その現場にいた

かのように恐ろしさを痛感しました。戦争の怖さを改めて考え直す機会ができました。 

〇戦争が改めてどのくらい悲惨であるかがわかりました。堀川さんのお友達が亡くなってしまった話を聞き、自分がもし

その立場だったら立ち直れるかわからないくらい不安を感じました。人の命を奪う戦争は、二度と起こしてはいけないと

強く思いました。 

〇悲しい出来事をなくすことは難しいことかも知れませんが、後世に伝えたり、記憶に残しておいたりと自分にできるこ

とをやらなくてはならないと強く実感しました。 

第７２回 社会を明るくする運動 
コロナ禍で中止になっていた「社明パレー 

ド」が３年ぶりに開催予定で準備を進めてい 

ましたが、台風の接近に伴う悪天候で、今年 

も中止となってしましました。 

ご準備に当たられた推進委員会の皆様、 

ありがとうございました。当日、表彰式を行う 

予定だった社会を明るくする運動・標語コン 

クールで本校生徒作品が選ばれましたので、 

ご紹介します。 

令和４年度 荒川区消防団点検 
１０月１６日(日)東尾久運動場において、「令和４

年度荒川区消防団点検」が３年ぶりに開催されまし

た。これは、荒川・尾久両消防団が、日頃の訓練を

披露し、成果を確認するためのものです。当日は、

消防車や家屋倒壊の大規模セットなどを活用し、救

助や消火の訓練を紹介しました。本校の防災部も、

消防団と連携して任務に当たる様子を披露しまし

た。消防団の皆さんのきびきびした活動に負けじ

と、救助や消火に活躍しました。参加するに当たり、

事前訓練や当日の活動、お疲れさまでした。 


